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２
月
１５
、
１６
の
両
日
、
社

会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

／
都
市
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

／
中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー

主
催
、
上
海
社
会
科
学
院
経

済
研
究
所
・
川
崎
市
他
共
催

の
「
川
崎
・
上
海
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
川
崎
市
産
業
振
興
会

館
で
開
か
れ
、
約
１
０
０
人

が
参
加
し
た
∥
写
真
。

上
海
か
ら
６
人
の
講
演
者

を
招
き
１５
日
の
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
『
新
段
階
の
日
本

と
中
国
の
中
小
企
業
～
川
崎

・
上
海
の
連
携
の
可
能
性
』

を
テ
ー
マ
に
、
３
人
の
講
演

が
日
中
同
時
通
訳
で
行
わ

れ
、
川
崎
と
上
海
両
地
域
の

中
小
企
業
の
新
た
な
成
長
課

題
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

の
可
能
性
を
探
っ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
荒
木
敏

夫
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
（
文
学

部
教
授
）が「
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
ス
テ
ッ
プ
に
外
部
に
発

信
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
研

究
組
織
が
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。宮

本
光
晴
都
市
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
代
表（
経
済
学
部
教
授
）

の
問
題
提
起
に
続
き
、
上
海

と
川
崎
の
行
政
機
関
と
学
術

機
関
の
報
告
と
討
論
が
２
日

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
は
中
小
企
業
セ

ン
タ
ー
研
究
員
の
大
橋
英
夫

経
済
学
部
教
授
、
髙
橋
義
仁

商
学
部
准
教
授
、
都
市
政
策

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
遠

山
浩
経
済
学
部
准
教
授
が
講

演
を
行
っ
た
ほ
か
、
小
林
守

中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
代

表
（
商
学
部
准
教
授
）
が
進

行
役
を
、
都
市
政
策
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
員
の
李
建
平
経

営
学
部
教
授
が
通
訳
を
務
め

た
。

文
部
科
学
省
「
社
会
人
の

学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
受
託
事

業
で
あ
る
「
Ｋ
Ｓ
（
川
崎
・

専
修
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
第
５

期
受
講
生
の
修
了
式
が
、
２

月
２１
日
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
∥
写
真
。

今
期
の
修
了
生
は
３４
人
。

徳
田
賢
二
ア
カ
デ
ミ
ー
長

（
経
済
学
部
教
授
）に
よ
る
履

修
証
明
書
の
授
与
に
続
き
、

原
田
博
夫
経
済
学
研
究
科
長

が
「
皆
さ
ん
は
街
お
こ
し
・

村
お
こ
し
の
核
と
な
る
人
材

育
成
の
成
功
事
例
と
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
」、君
嶋
武
胤
ア

カ
デ
ミ
ー
特
別
顧
問
（
元
川

崎
市
産
業
振
興
財
団
理
事

長
）が「
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん

で
大
き
く
は
ば
た
い
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。
修

了
生
を
代
表
し
て
甲
畑
眞
知

子
さ
ん
が
学
び
の
き
っ
か
け

や
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
開
講

以
来
１
期
か
ら
５
期
ま
で

で
、
１
５
１
人
の
地
域
活
性

化
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出

し
た
。

３
月
１３
日
に
は
、
同
ア
カ

デ
ミ
ー
の
２
年
半
に
わ
た
る

学
び
と
実
践
を
ふ
り
返
る
成

果
報
告
会
が
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し

た
。
開
会
に
先
立
ち
、
日
髙

義
博
理
事
長
・
学
長
が
「
地

域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
は
大
学
の
大
き
な
課
題

で
す
。
Ｋ
Ｓ
ア
カ
デ

ミ
ー
で
そ
れ
を
形
に

す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
、
多
彩
な

顔
ぶ
れ
の
ス
タ
ッ
フ

と
情
熱
が
今
回
の
成

果
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
今
後
、
誰
で
も
学
び
た

い
と
き
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

生
涯
教
育
を
実
現
す
る
こ
と

は
大
学
の
課
題
で
あ
り
、
本

学
は
こ
れ
か
ら
も
社
会
人
の

学
び
の
機
会
を
持
っ
て
い
き

り
ゅ
う

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
笠
浩

史
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

（
代
読
）
、
三
浦
淳
川
崎
市
副

市
長
の
祝
辞
、
小
松
親
次
郎

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議

官
の
記
念
講
演
に
続
き
、
主

催
者
を
代
表
し
て
徳
田
ア
カ

デ
ミ
ー
長
と
神
原
理
同
副
ア

カ
デ
ミ
ー
長
（
商
学
部
教
授
）

が
、
修
了
生
を
代
表
し
て
安

藤
進
さ
ん
（
第
２
期
修
了
生

∥
専
修
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
ス
タ
ッ
フ
）

と
、笠
原
泰
子
さ
ん（
同
∥
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
の
丘
」
）

が
成
果
報
告
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
講
師
陣
が
執
筆

し
た
入
門
書
「
市
民
の
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
入
門
～
新
た
な
生
き
が
い

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
作
り

～
」
（
専
修
大
学
出
版
局
）

∥
写
真
∥
の
刊
行
が
報
告
さ

れ
た
。

文
学
部
人
文
学
科
社
会
学

専
攻
４
年
次
生
の
優
秀
卒
業

論
文
発
表
会
が
１
月
２８
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
、
４
年
次
の
３
人
が
後
輩

学
生
ら
約
２
０
０
人
を
前
に

し
て
力
作
を
披
露
し
た
。
２

０
１
０
年
度
専
修
大
学
社
会

学
会
（
川
上
周
三
会
長
）
の

中
で
行
わ
れ
た
。

優
秀
卒
業
論
文
は
、
同
専

攻
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
指
導
教
員

が
選
ん
だ
代
表
論
文
を
、
さ

ら
に
大
学
院
生
が
審
査
し
優

秀
作
を
決
め
る
。
本
年
度
３

作
品
は
以
下
の
通
り
。

▽
坂
本
祐
介
さ
ん
（
柴
田

弘
捷
ゼ
ミ
）
「
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
の
合
理
化
に
よ
っ
て
従
業

員
に
何
が
起
き
る
か
～
ア
ル

バ
イ
ト
の
視
点
か
ら
～
」

▽
福
田
洋
佑
さ
ん
（
嶋
根

克
己
ゼ
ミ
）
「
社
会
的
見
地

か
ら
見
た
吃
音
者
～
吃
音
者

と
正
音
者
の
相
互
行
為
と
声

の
規
範
に
着
目
し
て
」

▽
北
野
ま
い
さ
ん
（
秋
吉

美
都
ゼ
ミ
）
「
友
達
の
友
達

は
友
達
か
～
紹
介
と
言
う
行

為
か
ら
み
た
友
人
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
形
成
～
」

３
人
の
発
表
に
大
学
院
生

の
杜
敏
さ
ん
、
古
川
雄
大
さ

ん
、
鈴
木
翔
一
さ
ん
（
い
ず

れ
も
修
士
課
程
）
が
論
評
を

加
え
た
。

２
０
１
０
年
度
の
「
卒
業

年
次
留
学
生
の
た
め
の
壮
行

昼
食
会
」
が
１
月
２１
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
、
約
３０
人
が

参
加
、
留
学
生

を
激
励
し
た
∥

写
真
。

当
日
は
卒
業

年
次
留
学
生
が

７
人
と
国
際
交

流
会
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
な
ど
日
本
人

学
生
、
中
国
留

学
生
会
、
韓
国

留
学
生
会
の
メ

ン
バ
ー
、
教
員

側
か
ら
日
髙
学

長
・
理
事
長
、
大
林
守
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
長
、
同
委
員

の
髙
橋
裕
商
学
部
教
授
、
髙

橋
雄
一
文
学
部
准
教
授
、
秋

吉
美
都
人
間
科
学
部
准
教
授

ら
が
参
加
し
た
。
日
髙
学
長

か
ら
記
念
品
が
代
表
の
張
偉

偉
さ
ん
（
経
営
学
部
）
に
授

与
さ
れ
た
。

大
林
セ
ン
タ
ー
長
の
乾
杯

の
発
声
の
後
、
参
加
者
は
昼

食
を
と
り
な
が
ら
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
思
い
出
話
や
将
来
の

夢
を
和
や
か
に
語
り
合
っ

た
。卒

業
年
次
留
学
生
が
ひ
と

言
ず
つ
あ
い
さ
つ
を
し
、
最

後
に
学
生
各
団
体
の
代
表
者

が
そ
れ
ぞ
れ
お
別
れ
の
言
葉

を
贈
っ
た
。

最
近
、
脳
科
学
の
本
や
番
組
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
男
脳
は
忘
れ
る
脳
で
女

脳
は
忘
れ
な
い
脳
な
ん
だ
と
か
。
こ
れ

は
原
始
の
時
代
に
、
男
性
は
狩
り
の
恐

怖
を
い
ち
早
く
忘
れ
て
次
の
戦
闘
に
備

え
る
た
め
で
、
女
性
は
子
育
て
に
必
要

な
安
全
な
場
所
や
、
食
べ
た
ら
危
険
な

植
物
な
ど
を
記
憶
し
て
お
く
た
め
だ
そ

う
で
す
。

今
は
２１
世
紀
。
男
性
も
子
育
て
を
す

れ
ば
、
女
性
も
外
で
働
き
（
戦
い
？
）

ま
す
。
そ
れ
に
、
男
女
関
係
な
く
、
い

や
が
ら
せ
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け

た
側
は
い
つ
ま
で
も
覚
え
て
い
る
も
の

で
す
。
い
や
が
ら
せ
を
し
た
側
は
、
一

時
の
感
情
な
ど
か
ら
や
っ
た
こ
と
か
も

の
ど

し
れ
ま
せ
ん
し
、
喉
元
過
ぎ
れ
ば
忘
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い

は
、
い
や
が
ら
せ
を
し
て
い
る
自
覚
が

な
い
場
合
に
は
、
覚
え
て
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。

時
々
「
何
年
も
経
っ
て
い
る
か
ら
も

う
時
効
だ
」
と
か
「
昔
の
こ
と
を
い
つ

ま
で
も
蒸
し
返
す
な
ん
て
ど
う
か
し
て

い
る
」
と
い
う
独
り
よ
が
り
で
ご
都
合

主
義
の
主
張
を
耳
に
し
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
弁
明
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
単
に
時
が
過
ぎ
て
も

解
決
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
わ
だ
か

ま
り
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て

再
び
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ

そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
恐
怖
心
を
忘

れ
な
い
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
セ
ク
ハ
ラ
に
限
り
ま

せ
ん
。
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
他

の
い
や
が
ら
せ
に
も
共
通
で
す
。
現
代

の
複
雑
な
社
会
構
造
の
中
で
は
、
誰
も

が
や
る
側
・
や
ら
れ
る
側
に
回
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
防
ぐ
に

は
、
日
ご
ろ
の
言
動
を
見
直
し
、
他
者

を
尊
重
し
た
う
え
で
「
信
頼
関
係
」
を

築
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
岡
田

も
え
子
）

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

の
飯
沼
健
子
ゼ
ミ
と
文
学
部

人
文
学
科
の
嶋
根
克
己
ゼ
ミ

の
合
同
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

が
１
月
２８
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
催
さ
れ
た
。

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
、街

の
カ
フ
ェ
の
空
間
、
雰
囲
気

で
話
を
し
、
知
識
や
考
え
を

共
有
、相
互
理
解
を
深
め
る
。

両
ゼ
ミ
生
は
、
２
０
０
９

年
に
開
催
さ
れ
た
人
間
科
学

部
創
設
・
文
学
部
改
組
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
き
づ
ら

さ
の
ゆ
く
え
」
に
多
数
出

席
。
現
代
の
若
者
が
抱
え
る

問
題
を
考
え
た
。

今
回
は
も
う
一
度
「
若
者

た
ち
の
生
き
づ
ら
さ
は
な
に

か
」
を
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

の
手
法
で
考
え
て
み
よ
う
と

実
現
し
た
。

参
加
両
ゼ
ミ
生
３０
人
が
５

～
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
「
生
き
づ
ら
さ
と
は
な

に
か
」
「
今
の
世
の
中
は
生

き
づ
ら
い
か
」
「
よ
り
良
い

社
会
の
実
現
の
た
め
に
」
を

約
２
時
間
話
し
合
っ
た
。
そ

の
後
、
会
場
を
変
え
懇
親
会

が
開
か
れ
た
。

飯
沼
ゼ
ミ
長
の
木
村
拓
也

さ
ん
（
３
年
次
）
は
「
両
先

生
に
も
来
て
い
た
だ
き
、
密

度
の
濃
い
、
有
意
義
な
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
経

済
学
部
と
文
学
部
の
交
流
の

い
い
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
っ

た
」
と
話
し
た
。

「川崎・上海フォーラム」「川崎・上海フォーラム」「「川川崎崎・・上上海海フフォォーーララムム」」

▲ 発表を聴く学生たち

「
私
た
ち
の
生
き
づ
ら
さ
」

後輩に力作を披露

社会知性開発研究センター

▲ 後輩に論文を発表する坂本祐介さん

「ワールド・カフェ」で共有

▲ 嶋根・飯沼両ゼミ生が語り合う

経済・飯沼ゼミと文・嶋根ゼミ

社
会
学
専
攻
優
秀
卒
業
論
文

両
地
域
中
小
企
業
の
成
長
課
題
と
連
携
の
可
能
性
を
探
る

▲ 北野まいさん

▲ 福田洋佑さん

Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー

Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー

ＫＫ
ＳＳ
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
・・
ビビ
ジジ
ネネ
スス
・・
アア
カカ
デデ
ミミ
ーー

第
５
期
修
了
生
は
３４
人

忘
れ
な
い
…

思思
いい
出出
語語
りり
合合
うう

卒
業
年
次
留
学
生
壮
行
会

２
年
半
の
成
果
を
報
告

２
年
半
の
成
果
を
報
告

社
会
人
の
学
び
の
場

シ
ス
テ
ム
作
り
完
成

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
入
門
書
も
刊
行

▲ 成果発表を行う徳田

アカデミー長
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